
Ⅱ  生産か ら 消費ま で 食の つ な が り を 意識し た 食育の 推進    Ⅰ ライフステージに対応した食育の推進 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

第 ４ 次 千 葉 県 食 育 推 進 計 画 ( 案 ) の 概 要 

 
≪基本目標≫「ちばの恵み」を取り入れたバランスのよい食生活の実践による生涯健康で心豊かな人づくり 

≪施策の方向≫県民が各ライフステージで必要な食に関する知識と食を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践するとともに、県民が生産から消費のプロセスについて意識し、食を支え

る人々への感謝の気持ちや理解が深まるよう食育を進めるため、市町村をはじめ地域の食育ボランティアや食育関係団体等と連携し、３つの施策のもと総合的に展開します。 

指標及び目標値 

1.  食育に関心を持っている県民の割合    ６８．１％ →  ９０％以上 

2.  朝食を欠食する県民の割合（小学５年生）        ３．１％ → ０％を目指す 

3.  朝食を欠食する県民の割合（中学２年生）     ５．１％ → ０％を目指す 

4.  朝食を欠食する県民の割合（２０～３０歳代）    ２２．５％ →  １５％以下 

5. 栄養教諭等による地場産物に係る食に関する指導の平均取組回数 

－ →  月１２回以上 

6. 学校給食における地場産物を使用する割合(金額ベース)を現状値 

(令和３年度)から維持・向上した市町村の割合     － →  ９０％以上 

7.  自分の食生活に問題があると思う県民のうち、改善意欲のある県民の

割合                               ７３．４％ →  ８５％以上 

8.  主食・主菜・副菜をそろえた食事を１日２回以上、ほとんど毎日食べて

いる県民の割合                      ４９．７％ →  ６５％以上 

9.  主食・主菜・副菜をそろえた食事を１日２回以上、ほとんど毎日食べて

いる県民の割合（２０～３０歳代）         ３２．６％ →  ５０％以上 

10. １日当たりの食塩摂取量の平均値   男性 １０．９ｇ → ８．０ｇ以下 

女性   ９．４ｇ → ７．０ｇ以下 

                                          (H27) 

11. １日当たりの野菜摂取量の平均値      ３０８ｇ(H27) →  ３５０ｇ以上 

12. １日当たりの果物摂取量１００ｇ未満の者の割合 

５７．１％(H27) →  ３０％以下 

13.  ゆっくりよく噛んで食べる県民の割合    ４８．１％ →  ５５％以上 

14.  外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にする県民の割合 

（２０歳以上）             男性  ３９．２％ →  ６０％以上 

女性  ６１．５％ →  ７５％以上 

15. 千葉県産を意識して農林水産物や食品を選ぶ県民の割合 

－   →  ８０％以上 

16. 農林漁業体験に参加したことがある県民の割合 

４９．４％ →  ５５％以上 

17. 地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝え

ている県民の割合                 ３５．３％ →  ５０％以上 

18. 週１回以上有機農産物を購入する県民の割合１０％→現状値より向上 

                                           (H30) 

19. 食品ロスの削減のために取り組んでいる県民の割合 

８１．９％ → 現状値より向上 

20. 食育ボランティアの年間活動件数     1,553 件  →  2,000 件 

                                      (３ヵ年平均) 

21. 市町村食育推進計画を作成し、実施している市町村数 

４９市町村（R3 年5 月）→全５４市町村 

22. 食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている県民の割合        

６４．５％ → ８０％以上 

 

現状値→目標値 
（R 元または R2）    （R８） 

Ⅲ ち ば の 食 育 を 進 め る 環 境 づ く り 

1 食育を進める人材の確保 

○ちば食育ボランティア等を育成し、地域の食育活動を促進します 

○関係団体等と連携し、農林漁業者による食育活動を促進します 

2 多様な関係者の連携強化 

○飲食店やスーパー等と連携し、健康づくりのための情報を発信します 

○ちば食育サポート企業による食育活動の促進を図ります 

○事業者に働きかけ、従業員向けの食育活動を推進します 

3 地域における取組の強化 

○食育月間を中心として食育関係者が一体となって啓発を行います 

○県の啓発資料「グー・パー食生活ガイドブック」の活用を促進します 

○市町村食育推進計画の策定が促進されるよう支援します 

4 食に関する情報の提供  

○食品の安全・安心に関する情報を正確に分かりやすく発信します 

○消費者の食品選択に資するよう食品表示の適正化を推進します 

○食育の情報についてデジタルツールなどを活用し、発信します 

1 情報発信の強化と地産地消の推進 

○県広報媒体や各種メディア等で、千葉県産農林水産物の情報を発信します 

○料理に着目した新たな「食」のブランド化に取組むことにより、千葉県産農林水産

物の需要創出・拡大に取組みます 

○学校給食や加工等の取組などにより、地場産物の活用を推進します 

2 生産者と消費者の交流の促進 

○農林漁業及び食に関する体験活動等を通じ、農林水産業への理解促進を図り

ます 

○学校での栽培・体験活動などにより、効果的な食育の推進を図ります 

○地域資源を活かした都市と農山漁村の交流を促進します 

3 食文化の普及と継承 

○広く県内外へちばの郷土料理の情報を発信し、普及を図ります 

○地域の食文化を若い世代に伝え、継承していきます 

4 食と環境の調和や、災害時を意識した取組の推進 

○消費者に環境にやさしい農業に対する理解促進、消費拡大を図ります 

○環境を意識した食生活や食品ロス削減に向けた取組を推進します 

○家庭における災害時の備えについて普及啓発を行います 

就
学
前
の
子
供 

身体の発育、味覚の形成、咀嚼機能の発達が著しい時期です 

○乳幼児からの正しい食生活の実践を推進します 

○乳幼児の噛む力等を育てるための知識の啓発を図ります 

○保育所等における食育の取組を推進します 

小
学
生
・中
学
生 

成長期であり、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼす時期です 

 ○栄養教諭等が中心となって、食に関する指導の全体計画の見直しと改善

を図り、学校教育活動全体を通じて食育を推進します 

 ○学校給食を「生きた教材」として活用し、食育を効果的に推進します 

 ○「千産千消デー」の実施など学校給食に地場産物の活用を進めます 

○「早寝早起き朝ごはん」の取組を働きかけます 

○学校、家庭、地域との連携を推進します 

生活環境の変化の中、食生活の自立に向けた重要な時期です 

 ○食に関する指導の全体計画を確実に実施し、関係教科等を中心とした 

食育を推進します 

○食の自立に向けた意識を高め、健全な食生活の実践に向けた食育を  

推進します  

○地域と連携した家庭での食育が進むように取り組みます 

生活環境の変化が食生活に大きな影響を与える時期です 

 ○大学や職場の食堂、飲食店等による野菜の摂取や減塩に配慮した食事

の提供や栄養成分表示など望ましい食生活を実践しやすい環境整備に

取り組みます 

○大学や企業における朝食の必要性や適切な食生活の実践に役立つ知識

の啓発を推進します 

 ○妊産婦等を対象に次世代育成のための望ましい食生活の普及を図ります 

生活習慣病の予防と重症化防止のための食事を実践する時期です 

 ○中食や外食等による野菜の摂取や減塩に配慮した食事の提供や栄養 

成分表示など望ましい食生活を実践しやすい環境整備に取り組みます 

○健診等で、適切な食生活の実践に役立つ知識の普及を推進します 

加齢による身体変化と体力低下が見られ、介護予防のための食生活が 

大切な時期です 

 ○低栄養予防やバランス良く多様な食品を摂取するための知識の啓発に取り

組みます 

 ○オーラルフレイル予防や口腔機能維持の必要性について啓発に取り  

組みます ※ ○は新たに加えた項目 △は見直しを行った項目 

高
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